
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしが好き！なかまが好き！金屋小が大好き💛  

～ねばり強く取り組み、ともに学ぶ喜びを味わう子をめざして～ 

豊川市立金屋小学校 

令和６年１０月２４日（木） 
 

・ 研究の取組  ★ 

・ 研究同人    ★ 

         ★をクリックしてください。 



子どもの実態 
・人懐っこく、誰とでも交友関係を築こうとする。

教師の願い 
①仲間と目標に向かって活動してほしい。
②仲間との活動による成果・成長を感じてほしい。
③仲間とのかかわりによさを感じてほしい。

教師の願い 
①自信をもち、チャレンジしてほしい。
②あきらめずに夢中になって取り組んでほしい。
③達成感を次の活動の原動力としてほしい。

子どもの実態 
・自分の好きなことへの探求心があり、意欲的に取り組むことができる。 

生活の向上★ 

学習の充実★学習の充実★ 

生活の向上★ 
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高める取組★ 
研究３部会★ 

子どもの実態を 

とらえる取組★ 

学びの土台を 

つくる取組★ 

自分を伸ばす

ことができる 

金屋小が好き 

ねばり強く取り組む子 

仲間とともに

成長できる 

金屋小が好き 

ともに学ぶ喜びを味わう子

わたしが好き！なかまが好き！金屋小が大好き💛 ～ねばり強く取り組み、ともに学ぶ喜びを味わう子をめざして～

 

わたしが好き なかまが好き 

金屋小が大好き💛 

めざす子ども★ 

現職教育による教師の力量向上 



ねばり強く取り組む子 

①自信をもち、チャレンジする。

②あきらめずに夢中になって取り組む。

③達成感を次の活動の原動力とする。

ともに学ぶ喜びを味わう子 

①仲間と目標に向かって活動する。

②仲間との活動による成果や成長を感じる。

③仲間とのかかわりによさを感じる。

金屋小学校の子どもの実態をとらえ、教師の願いを大切にした「めざす子ども」を設定し、教職員のめざす子どもの姿を統一した。また、めざす子どもを 

３段階とし、どのレベルをめざしているのかを具体的に考えられるようにした。 

自分を伸ばす

ことができる 

金屋小が好き 

仲間とともに

成長できる 

金屋小が好き  

わたしが好き なかまが好き 

金屋小が大好き💛 

めざす子ども 



授業部会、人間関係部会、情報活用部会の３部会を設立し、それぞれの分野からめざす子どもにせまる。 

金屋小学校の研究３部会の設立 

☆授業部会

・話し方、聞き方の確認

・授業公開週間の提案

・研究の手立ての抽出と共有化

☆情報活用部会

・ＩＣＴ機器の活用した教育活動や掲示物の提案

・研究アンケートの提案、分析

・クラウドを活用した情報共有

☆人間関係部会

・ＷＥＢＱＵの活用方法の提案

・「ミニなかまとタイム」の提案 

・人間関係を育む手立ての模索



①日々の子どもとのコミュニケーション ②hyper₋ＱＵ→ＷＥＢＱＵの実施 ③研究アンケート

金屋小学校のすべての子どもたちとの関係
性を築くために、教職員が積極的に声をかけ
るようにする。 

年２回、ＷＥＢＱＵ（昨年度hyper₋ＱＵ）を実
施することで学級の実態を分析し、子どもたち
への指導に役立てるようにする。 

子どもたちの実態と現在の研究の状況を確
認するためにアンケートを行い、よりよい姿を
追い求める。 

ｈyper‐ＱＵの満足群にいる子ども（２０２３年） 

７月 １２月 

６２．８％  ６４．５％ 

学校が好きと感じている子ども（２０２３年） 

９月 ２月 

７９．７％   ８５．６％ 

子どもの実態をとらえる取組 



②主体的な研修会 ③学びのアウトプット

構成的グループエンカウンターやグループワ
ークトレーニングの研修会を行い、今後の教育
活動に生かす。 

研究の方向性や推進委員会の内容、研究授
業の振り返りなどを研究通信「大好き💛」を発
行して伝え、共通理解を深める。 

部会での学びをアウトプットする場を設定
し、研究を共通理解する。 

①対話する協議会

授業における気づきを言語化し、伝え合うこ
とで、学びを共有化し、自己の行動化につなげ
る。 

協議会を通した学びを日々の授業に活かす
ことで、授業力向上を図る。 

同僚性を高める取組 

hyper₋ＱＵ、ＷＥＢＱＵの結果から子どもの
実態把握と今後の方策について、講師の先生
をお招きし、検討する。 



③ＩＣＴ・具体物の活用②話す・聞くを大切にする①視覚化・焦点化・共有化

日々の授業で焦点化（学習のねらいや活動
を絞り込む）、視覚化（授業における情報を見
えるようにする）、共有化（話し合う、伝え合
う、協力し合う場面の設定）を意識した授業づ
くりをめざす。 

「話し方」、「聞き方」を大切にするために、発達
段階に応じた掲示を作成する。 

 より効果的な学習道具（タブレットや具体物）
を、教師や子どもが選択し、学習をすすめられ
るようにする。 

学びの土台をつくる取組 

〈高学年の掲示〉 



①全体研究授業の実施 ②構造的な授業案の作成

全体研究授業を行い、授業力向上に努める。また、外部から講師：（兵庫
教育大学 教授 山内敏男先生）をお招きし、協議会で参観者の知を高め、
活性化することで、今後の取組に生かす。 

子どもをとらえ、めざす子どもを大切にした計画的な指導により、教師
の力量向上につなげる。 

③実践を振り返る

教師の研究授業の学びを活かしながら、自分の実践を分析するために
本校の現職研修の冊子「あしなみ」を発刊する。 

授業力を高める取組 



③学びを生かす取組 ①魅力的な教材の模索と選定 ②個の学びを大切にする

子どもの思考を大切にし、疑問、発見、感動
のある単元を構想する。 

学習課題の吟味、一人調べの保障、机間指
導、朱書きなどを通して子どもを支える。 

子どもたちの実態と現在の研究の状況を確
認するために振り返りを生かし、よりよい姿を
追い求める。 

ねばり強く取り組むために（学習の充実） 



①自己の大切さにふれる ②子どもの善行を認める

子どもの善い行いや頑張りを認め、広める
活動として「きらきら金屋っ子賞」を贈る。昼の
放送で紹介し、毎月、学校集会で表彰すること
で、子どもたちの心を育む。 

子どもたちの実態にあったテーマを選定し、
自己を見つめたり、自己肯定感を高めたりす
る場を設定する。 

③主体性を生かす特別活動の充実

子どもたちが主体となった活動をめざすこ
とで、高学年の子どもたちに達成感を味わわ
せるとともに、低学年の子どもたちには憧れ
をもつことで、未来の自分に夢がもてる。 

ねばり強く取り組むために（生活の向上） 



①仲間とかかわる場の設定（ペア・グループ活動） ②仲間との学びを大切にする

目的を意識して、効果的なペア活動やグルー
プ活動を行う。 

仲間の考えから自己の学びの深まりがみら
れたことを実感できるような振り返りを行う。 

③成長を実感する

仲間とのかかわりから自己の成長を実感す
る場を設定する。（振り返りや対話の場） 

５．６年生や先生がいなかったら、防災学習はな

いし、みんながいてくれたおかげで、いろいろなこ

とができ、防災について学びました。これからも

「仲間」と一緒に学んで話し合えたらいいなと思い

ました。防災学習がなかったら、みんなと話し合っ

たり、一緒にいる時間がないと思うから。みんなに

自分の意見が言えてうれしいし、この時間をこれ

からも大切にしたいなと、防災学習で思いました。 

（６年Ａ児の振り返り） 

単元後に仲間とのかかわりで成長した要因に

ついて対話を通じて考えさせることで、仲間との

かかわりの大切さを感じさせる。 

ともに学ぶ喜びを味わうために（学習の充実） 



①仲間とかかわる場の設定（ペア・グループ活動） ②仲間を大切にする取組

お互いのよさに目を向け、大切に思う気持
ちを育てるために、「ぽかぽかカード」や「あり
がとうカード」で気持ちを交流する活動を行
い、花の咲く木として掲示する。また人権集会
を行い、人権意識を高められるようにする。 

構成的グループエンカウンターやグループ
ワークトレーニングを行い、自己肯定感や自
己有用感を育めるようにする。また、毎週１
回、朝の学習時に「ミニなかまとタイム」（ショ
ートエクササイズやアイスブレイク）を行い、子
どもたちが多くの仲間と上手にかかわれるよ
うにする。

③異学年交流で仲間を広げる

１・６年、２・５年、３・４年をペア学年とし、毎
月１回の昼の放課（30分間）に異学年交流「な
かまとタイム」を行う。異学年交流を通して、学
年を超えた仲間づくりをすすめる。 

ともに学ぶ喜びを味わうために（生活の向上） 



研 究 同 人

【令和６年度】 

伊藤 克裕 桑野 和美  加藤 佳之 中野 佳美  

小久保智之   後藤 彩   木村 健人   山本 晃司 

壁谷 健太    城所 里奈  川添 雄司 曽田 裕也  

松倉 春陽 野澤 悠真  金山 孝宏 福田  剛貴 

石田  絢香     西尾 友恵 髙柳 容子 行田留実子 

早川 広幸     髙津 夏穂 戸ヶ里郁美 野田 健太 

森田 典子     田中  幹唯   西村 美保 渡邊 富江 

竹下 吉枝     佐藤 智美  松下 智子   山本 光恵 

竹内 美江 市川  明美   酒井しのぶ 

【令和５年度】 

武藤 将彦    林  宏輝 村田 咲奈    今井 祐斗 

渡邊美代子 辻井  郁江    外山  佳子 山口 満      

【令和４年度】 

庄子 晋 川﨑 良訓    真島 貴美  藤岡 祐紀 

岡本 義彦    鈴木 明美 小澤 陽子 

【令和６年度】 

兵庫教育大学  教授  山内 敏男  先生 

名古屋産業大学 准教授   本田 真  先生 

【令和５年度】 

兵庫教育大学  教授 山内 敏男 先生 

豊川市立御油小学校 白井 全子 先生 

元豊川市立一宮西部小学校長 西郷 知之 先生 

前豊川市立牛久保小学校長  波多野愼次 先生 

豊川市立中部小学校長  鈴木  一哉  先生 

【令和４年度】 

スクールソーシャルワーカー 馬場 孝利 先生

豊川市立代田小学校長 野田 佳宏 先生 

※肩書きは、その年度のもの

ご指導いただいた先生方




